(様式３)

令和７年度　　学校関係者評価報告書
　大阪市立大隅東小学校協議会
１　総括についての評価


２　年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価

	年度目標：安全・安心な教育の推進

	全市共通目標
〇小学校学力経年調査における「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８５％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９０％以上にする。

学校の年度目標

〇小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　８５　％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「自分にはよいところがありますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　７５　％以上にする

〇大阪市学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合　９０　％以上を維持する。


	【全市共通目標】

全市共通目標である「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」との設問に対し、小学校学力経年調査（以下、経年調査）において最も肯定的な「思う」と回答した児童の割合は95.2%となり、目標（85％）を上回った。これは、学期ごとのアンケート実施や、教職員への児童理解研修会、月一回の生活指導連絡会などを通じて全教職員で状況を把握し、事象発生時に組織的な対応ができる体制を整えてきた結果である。また、年度内に「いじめについて考える日」を2回実施し、学校を挙げていじめ撲滅を訴えたことも奏功したと考えられる。
【学校の年度目標】
「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対する肯定的な回答は81.6％で、今年度目標（85％）および昨年度結果（94.6％）を下回った。一方で、「自分にはよいところがありますか」に対しては83.3％が肯定的に回答し、目標（75％）を上回った（昨年度83.7％と同等）。さらに「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問には94.8％が肯定的に回答し、目標（90％）を達成した。これらは、教職員が児童に丁寧に寄り添った成果であり、昨年度から注力しているキャリア教育が好影響をもたらしたものと捉えている。

	年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上

	全市共通目標
〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の設問に対して、最も肯定的な「思う」を回答する児童の割合を　３５　％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の設問に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を　７５　％以上とする。

学校の年度目標

〇学校アンケートにおける「国語の授業の内容はよく分かる」「算数の授業の内容はよく分かる」の設問に対して肯定的に回答する児童の割合を　８３　％にする。
〇大阪市小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を前年度より　1　ポイント減少させる。

	【全市共通目標】

全市共通目標「学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の経年調査において、最も肯定的な「思う」と回答した児童は29.2％となり、目標（35％）に届かなかった。昨年度（43.2％）から大きく低下しているため、要因を分析し改善にあたる。
　一方、体力や健康に関する「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の設問では、75.3％の児童が「好き」と回答し、目標（75％）を上回った。日頃の体育授業における工夫に加え、外遊びの奨励や、出前授業でのスポーツ体験機会の拡充により、児童が運動の楽しさを実感できた結果と考えられる。
【学校の年度目標】
学校の年度目標である学校アンケート「国語（算数）の授業の内容はよく分かる」との設問に対しては、国語で93.0％、算数で91.9％が「分かる」と回答し、いずれも目標（83％）を大きく上回った。

一方で、経年調査において「正答率が市平均の7割に満たない児童の割合を前年度より1ポイント減少させる」という目標に対しては、国語で2ポイント増、算数で1ポイント増という結果になった。今後は、国語では総合的読解力の向上を図り、算数では習熟度別学習や少人数学習、チームティーチングを活用し、よりきめ細やかな授業を展開することで改善を図りたい。

	年度目標：学びを支える教育環境の充実

	全市共通目標
〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活用が適さない日は除く）

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を９０％以上にする（基準1＝時間外勤務時間が45時間を超える月数を０、かつ、１年間の時間外勤務時間が３６０時間以下）。

学校園の年度目標

〇学校アンケートにおける「読書は好きですか」の設問に対して、肯定的に回答する児童の割合を　７５　％以上にする。

	【全市共通目標】

　「年間授業日の50％以上において、児童の8割以上が学習者端末を活用する（行事等を除く）」について、累計基準では40％となり目標には届かなかった。しかし、2学期以降はすべての月で50％を超えており、活用率は着実に向上している。今後は「心の天気」の入力、デジタルドリル、調べ学習での利用に加え、学習アプリの活用も進め、実質的な学びの場面でICTを活用する環境を広げていきたい。

教職員の勤務状況について、大阪市の「勤務時間の上限に関する基準1」を満たす教職員の割合を90％以上にする目標に対し、結果は55％と下回った。今年度から週1回の「ゆとりの日」を設定し、2学期からは同日の電話受付・閉庁時刻を早め、保護者へ事前通知するなど、退勤しやすい環境整備に努めた。しかし、校務や保護者対応に時間を要する教職員が昨年以上に増加したため、多忙化の要因を明確にし業務改善を急ぐ必要がある。
【学校の年度目標】
学校の年度目標の「読書は好きですか」の設問に対して、73.9％の児童が肯定的な「好き」に回答していて目標（72％）を達成することができた。しかし、高学年になるにつれて肯定的な回答が低くなってきているので、高学年の読書ばなれを改善するために、読書の楽しさを伝える場を設定するなどの方策が必要だと感じる。

「ゆとりの日を週１回設定し、学期はじめ・終わり以外の月は、月２回は定時に退勤することをめざす。」については、ゆとりの日を週1回設定し、各々が定時をめざして退勤しようと意識できている。加えて、今年度から「電話受付終了時刻１７時、閉庁時刻１７時１５分」の日を定期的に設け、保護者へメールにて事前通知することも始め、教職員が帰宅しやすい環境を整えた。
学校の年度目標「読書は好きですか」の設問では、肯定的な回答が55.6％にとどまり、目標（75％）および昨年度（73.9％）を下回った。特に高学年になるにつれて肯定率が低下する傾向が見られるため、高学年の読書離れに歯止めをかけるべく、読書の楽しさを伝える場を設定するなど、具体的な方策を講じていく。


３　今後の学校の運営についての意見


今年度の教育活動は、年度目標に基づき計画的に進められている。特に「安心・安全な教育の推進」においては、「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対し95.2%が肯定的に回答しており、児童の意識の高まりは見られる。また、キャリア教育の充実により、「人の役に立つ人間になりたい」への肯定回答が94.8%と高い水準を維持している点も、子どもたちの自己肯定感や社会性の育成に寄与していると評価できる。


一方で、学力面では授業理解度は高いものの、「正答率が市平均の7割に満たない児童の割合」が改善されていない点が課題として示されている。ICT活用や働き方改革についても、端末活用率の向上や「ゆとりの日」の設定など前向きな取り組みが進んでいるが、勤務時間基準の達成率が55%にとどまった点は、引き続き改善が必要。総じて、学校全体として課題を丁寧に分析し、改善に向けた具体的な方策を示している点は高く評価できる。





まず、学力向上に向けた取り組みとして、「国語93.0%、算数91.9%が『分かる』と回答」している点は大きな成果であ。今後も、子どもたちの学習意欲をさらに高めていただきたい。一方で、「話し合い活動で自分の考えを深められる」と回答した児童が29.2%に低下している点は気がかり。対話的な学びを充実させることは、学力だけでなく人間関係づくりにもつながるため、改善に向けた取り組みを期待する。また、読書に関しては、高学年で肯定率が低下していると記されており、「読書の楽しさを伝える場の設定」が必要。地域や保護者と連携し、読書活動を学校文化として根付かせる工夫が求められる。さらに、豊かな心の育成については、学力・体力と同様に重要な柱であり、児童同士のつながりや地域との交流など、子どもたちの感性を育む機会を増やすことが望まれる。最後に、教職員の働き方については、学校が「ゆとりの日」や閉庁時刻の設定など工夫を重ねていることを評価しつつ、引き続き業務改善を進め、教職員が子どもたちに向き合う時間と心の余裕を確保できる環境づくりを期待する。
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